
大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園 

 

俳
句
募
集
と
俳
句
展
開
催
～
植
物
園
を
詠
む
～ 

 

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
日(

水)

よ
り
俳
句
の
募
集
を
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
一
部
は
、
当

園
で
開
催
す
る
俳
句
展
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
当
植
物
園
ら
し
さ
に
富
ん
だ
、
皆
様
か

ら
の
素
晴
ら
し
い
作
品
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
応
募
要
項
】 

＊
題
材
等 

 
 

本
植
物
園
で
着
想
し
創
作
し
た
俳
句
と
し
ま
す
。 

＊
注
意
事
項 

 

期
間
中
、
一
人
二
句
限
り
と
し
ま
す
。 

応
募
者
が
創
作
し
た
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。 

他
者
並
び
に
他
団
体
が
著
作
権
を
持
つ
作
品
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
応
募
作
品
は

俳
句
展
終
了
ま
で
本
植
物
園
が
独
占
的
に
利
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

＊
投
句
方
法 

 

本
植
物
園
の
休
憩
室
お
よ
び
事
務
所
に
設
置
し
た
投
句
用
紙
【
本
紙
裏
面
】
に
必
要

事
項
と
作
品
を
記
載
し
て
、
事
務
所
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
も
し
く
は
投
句
箱
に

入
れ
て
下
さ
い
。
事
務
所
窓
口
に
提
出
い
た
だ
い
た
方
に
は
『
植
物
園
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

郵
送
お
よ
び
メ
ー
ル
で
の
投
句
は
受
付
し
ま
せ
ん
。 

 

＊
募
集
期
間 

 

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
日
（
水
）
か
ら
二
〇
一
九
年
五
月
三
十
一
日
（
金
） 

 

＊
選
者 

 
 
 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

准
教
授
杉
田
菜
穂
（
俳
人
） 

 
 
 
 
 
 
 

大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園 

園
長 

山
田
敏
弘
（
進
化
古
植
物
学
） 

 
 
 
 
 
 
 

文
学
的
観
点
お
よ
び
植
物
学
的
観
点
の
両
面
か
ら
審
査
し
ま
す
。 

＊
入
選 

 
 
 

最
優
秀
作
一
句
、
優
秀
作
二
句
、
佳
作
三
句
を
選
定
す
る
予
定
で
す
。 

発
表
は
俳
句
展
で
の
展
示
を
持
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

＊
そ
の
他 

 
 

投
句
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、
作
品
は
各
自
で
控
え
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

俳
句
展
で
は
、
雅
号
・
俳
号
（
記
載
は
任
意
）
を
記
載
い
た
だ
い
た
方
は
雅
号
・
俳

号
を
雅
号
・
俳
号
の
記
載
の
な
い
方
は
氏
名
を
展
示
す
る
際
に
記
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
予
め
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。 

 

＊
俳
句
展
の
開
催
に
つ
い
て 

 

①
日
程 

 
 
 

二
〇
一
九
年
八
月
二
十
日
（
火
）
か
ら
二
〇
一
九
年
九
月
八
日
（
日
） 

 

②
展
示
時
間 

 

九
時
三
十
分
か
ら
十
六
時
三
十
分 

 

③
場
所 

 
 
 

大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園 

実
習
室 

 

＊
問
い
合
わ
せ
先 

大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園 

電
話
０
７
２
・
８
９
１
・
２
０
５
９ 

 



 
投
句
用
紙 

 

（
投
句
し
た
日
： 

 

月 
 
 

日
） 

 

 

＊
文
字
は
分
か
り
易
く
太
枠
の
中
に
楷
書
で
丁
寧
に
お
書
き
く
だ
さ
い

。 

受付番号： 

(植物園で記載) 

受付番号： 

(植物園で記載) 


